
令和７年度重点事業について 資料１
令和７年度当初予算の概要

【総　額】 ① 19,065,177千円（障害者福祉推進課） 政策経費の推移 ・令和 ４年度　  ５,２４５,０１８千円（２課合計）

② 62,287,682千円（障害福祉事業課） （人件費、社会保障費 ・令和 ５年度　  ２,３９９,０３３千円（２課合計）

合計81,352,859千円（前年度当初比12,722,420千円　18.5％増） （義務的経費）を除いた額） ・令和 ６年度　  ４,２９３,２８４千円（２課合計）

うち社会保障費 ・令和 ７年度　１０,４３０,９５７千円（２課合計）

① 17,731,389千円（障害者福祉推進課）

② 52,854,717千円（障害福祉事業課）  1,032,838千円（障害者福祉推進課）

合計70,586,106千円（前年度当初比6,544,861千円　10.2％増）  9,398,119千円（障害福祉事業課）

主要施策 取組の方向性（八次） 数値目標（八次） 事業名等 事業概要 R５年度決算額（千円） R６年度当初予算額（千円） R７年度当初予算額（千円） 説明

３障害のある人
への理解を広
げ権利を擁護
する取組の推
進

３－（１）－①、②
３－（４）－②
３－（６）－⑩

３－１共生社会という考え方を知っ
ている県民の割合
３－２障害のある人もない人も共に
暮らしやすい千葉県づくり条例に
関する周知・啓発活動の回数

障害のある人に対する理解を
広げ、差別をなくすための事業

・「障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条例」や障
害者差別解消法に基づき、広域専門指導員等により個別の差別事
案の解決を図るとともに、以下の施策を重点的に実施する。
・「障害のある人もない人も共に暮らしやすい千葉県づくり条例」及び
障害者差別解消法の周知
条例や障害者差別解消法の趣旨の理解が深まるよう啓発に努めると
ともに、「マンガでわかる障害者差別解消法」やパンフレット等を活用
して、条例や障害者差別解消法の認知度向上を図る。
・障害者差別解消支援地域協議会、調整委員会の運営
障害者差別解消法に基づき、差別を解消するための取組を効果的
かつ円滑に行うために設置した障害者差別解消支援地域協議会の
運営を行う。
・情報・コミュニケーションバリアフリーのための普及啓発の促進
県の各機関をはじめとして市町村や民間事業者において障害のある
人との情報のやりとりの際に必要な配慮が行われるよう、「障害のある
人に対する情報保障のためのガイドライン」を活用し、県の各機関や
市町村等に配慮を促す。

70,943 86,212 91,458

３障害のある人
への理解を広
げ権利を擁護
する取組の推
進

３－（３）－①、⑥ ３－４虐待防止アドバイザー派遣数
３－５職員対応要領を策定した市
町村数

障害者虐待防止対策の推進

障害者虐待防止法に基づく虐待事案への適切な対応を図
るとともに、障害者虐待の発生を防止するため、以下の施策
を重点的に実施する。
・虐待防止のための研修の実施
施設従事者等による虐待防止を図るため、意識改革や援助
技術の向上に資する研修を実施するとともに、障害者虐待
への対応や虐待防止に携わる市町村職員の資質向上を図
るため、対応の流れや留意点等を習得するための研修を実
施する。
また、市町村や施設・事業所等の相談に応じ、要望があれ
ば県からアドバイザーを派遣して、適切な対応や予防ができ
るよう情報提供や助言を行う。
・虐待防止のための広報等の実施
リーフレットの配布や講演会を開催することにより、障害者に
対する虐待の防止に関する広報・啓発を行う。
・虐待防止のための市町村等との連携協力
虐待を防止するため市町村等と連絡会議を開催する等、関
係行政機関との連絡調整や情報の共有を図る。

1,189 5,324 5,890

３障害のある人
への理解を広
げ権利を擁護
する取組の推
進

３－（５）－①、②、③、⑥
３－（６）－①、②、③、④

３－９手話通訳者実養成講習修了
者数
３－１０要約筆記者実養成講習修
了者数
３－１１盲ろう者向け通訳・介助員
実養成講習修了者数
３－１２手話通訳者・要約筆記者派
遣実利用件数
３－１３盲ろう者向け通訳・介助員
派遣実利用件数

・手話等の普及のための事業
・手話通訳者等の派遣体制整
備事業

・「千葉県手話言語等の普及の促進に関する条例」に
基づき、手話等に関する普及啓発を広く周知してい
く。
・同条例及び障害者総合支援法の地域生活支援事業
に基づき、引き続き、聴覚障害者のための意思疎通支
援のための人材養成の強化と派遣体制の整備及び充
実に努める。

48,961 48,992 54,026
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主要施策 取組の方向性（八次） 数値目標（八次） 事業名等 事業概要 R５年度決算額（千円） R６年度当初予算額（千円） R７年度当初予算額（千円） 説明

３障害のある人
への理解を広
げ権利を擁護
する取組の推
進

３－（５）－⑤ ３－１４失語症者向け意思疎通支
援者実養成講習修了者数

失語症者向け意思疎通支援者
養成研修事業

失語症者が、地域で包括的な支援を受けられる体制
を構築することを目的とし、県民を対象として、失語症
者向け意思疎通支援者養成研修を実施する。

3,510 3,510 3,510

３障害のある人
への理解を広
げ権利を擁護
する取組の推
進

３－（６）－⑨

千葉県点字図書館運営費補
助事業

視覚障害者の教養と福祉の推進を図るため、視覚障
害者情報提供施設の運営費を補助する。

67,198 64,577 67,268

３障害のある人
への理解を広
げ権利を擁護
する取組の推
進

３－（６）－⑨

聴覚障害者情報提供施設運
営費補助金

聴覚障害者に対する、字幕（手話）入りＤＶＤ等の貸し
出し、手話通訳者の設置、情報機器の貸し出し等コ
ミュニケーション支援、相談事業、文化・学習・レクリ
エーション活動等の推進を図るため、法人が運営する
聴覚障害者の社会参加を総合的に進める県下唯一の
拠点施設である聴覚障害者情報提供施設の安定的な
運営を図るため、運営する法人に対しその経費を法令
の基準に基づき助成する。

36,559 35,215 36,593

３障害のある人
への理解を広
げ権利を擁護
する取組の推
進

３－（６）－⑦

障害者ＩＴ支援事業

障害者ＩＴサポートセンターの運営やパソコン教室の開
催等により、障害者等の情報通信技術の利用機会拡
大や活用能力の向上を図り、情報へのアクセスを円滑
に行えるよう支援することで障害者等の自立と社会参
加を促進する。

12,000 12,000 13,001
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